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ものづくりに必要な設計・製図に関する基礎・基本的な知識と技術を学び、図面を正しく読み、構想
し、正しく書ける力を習得する。

「知識・技能」
・教科書や図面から作業工程を読み取り、課題に取り組むことができる。
・制作方法の経験を今後の活動に活かすことができる。
・正確に、迅速に、美しく仕上げるために、製図に関する正しい知識と技能を習得している。

「思考・判断・表現」
・計画・工程の変更があった場合、対処方法を検討し、改善する気持ちを持つこと。
・常に最善の方法を考えながら、慎重に作業を進める姿勢を崩さず、創意工夫ができること。

「主体的に学習に取り組む態度」
・よりよい作品に仕上げようというこだわりを持ち、正確に制作しようとする姿勢がある。
・製図に対する認識が高く、慎重な取り組みができる。

「知識・技能」
・評価Ａ、十分に理解できると判断できるもの（８０％以上）評価Ｂ、おおむね満足できると判断でき
るもの（５０～７９％）評価Ｃ、努力を要すると判断できるもの（５０％未満）
「思考・判断・表現」
・評価Ａ、十分に理解できると判断できるもの（８０％以上）評価Ｂ、おおむね満足できると判断でき
るもの（５０～７９％）評価Ｃ、努力を要すると判断できるもの（５０％未満）

「主体的に学習に取り組む態度」
・評価Ａ、十分に理解できると判断できるもの（８０％以上）評価Ｂ、おおむね満足できると判断でき
るもの（５０～７９％）評価Ｃ、努力を要すると判断できるもの（５０％未満）

第５章　ＣＡＤ製図
ＣＡＤ製図において、工業製品を製造する視点で捉え、工業生産に関連付けて考察し、実践的・体
験的な学習活動を行う。

基礎的な知識と技術を総合的に習得できるようにする。製作図・設計図など正しく読めるようにす
る。

学習計画および内容

第１章　製図の基礎
製図の基礎において、工業製品を製造する視点で捉え、工業生産に関連付けて考察し、実践的・
体験的な学習活動を行う。

第２章　製図の応用
製図の応用において、工業製品を製造する視点で捉え、工業生産に関連付けて考察し、実践的・
体験的な学習活動を行う。

第３章　機械要素の製図
機械要素の製図において、工業製品を製造する視点で捉え、工業生産に関連付けて考察し、実践
的・体験的な学習活動を行う。

第４章　各種の製図
各種の製図において、工業製品を製造する視点で捉え、工業生産に関連付けて考察し、実践的・
体験的な学習活動を行う。


